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ホームページからは…トップページ＞生活情報・地域社会＞男女共同参画社会を目指してhttp://www.city.ota.tokyo.jp/

男女平等推進センターエセナおおた　編集／パステル区民編集委員
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★会場は指定以外、全てエセナおおたになります。 
★参加費は記載のあるもの以外は無料です。

講座・イベントのお問合せ・お申込みは、『エセナおおた』まで。
●上記以外の講座もありますので、お気軽にお問い合わせください。
●ご応募の際にお預かりした個人情報は適切に管理し、今後の講座の案内等に使用させていただきます。
　目的以外では使用いたしません。　

男女平等推進センター「エセナおおた」
〒143-0016 大田区大森北4-16-4
TEL: 03-3766-4586  FAX: 03-5764-0604
E-mail: escena@escenaota.jp
http://www.escenaota.jp
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大田区男女共同参画 共に支え合う社会をめざしてのための情報誌

大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」の講座・イベント

　　 まちで話題のイクメンをぷちリサーチ P1～6

パステルおすすめ本 P6

女性のための「たんぽぽ相談」 P7

インフォメーション P8

CO N T E N T S

特集

　

子
育
て
に
熱
心
な
父
親「
イ
ク
メ

ン
」が
流
行
語
大
賞
ト
ッ
プ
10
に
選
ば

れ
た
の
は
平
成
22
年
の
こ
と
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の「
イ
ク
メ
ン
」と
い
う
言

葉
は
世
の
中
に
定
着
し
、今
年
に
入
っ

て
イ
ク
メ
ン
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
番
組

も
登
場
し
て
い
ま
す
。
イ
ク
メ
ン
が
注

目
さ
れ
る
理
由
と
し
て
①
女
性
の
社
会

参
加
や
所
得
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
共
働

き
家
庭
が
約
６
割
と
増
え
て
い
る
こ
と

（
平
成
22
年
国
勢
調
査
）②
マ
マ
の
約
半

数
が「
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
だ
と
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
」と
答
え
て
お
り
、さ
ら
に

マ
マ
の
９
割
以
上
が「
育
児
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
解
消
に
は
夫
の
協
力
が
必
要
」と
答

え
て
い
る（
平
成
22
年
Ｍ
Ｍ
Ｄ
研
究
所

発
表
）な
ど
の
社
会
背
景
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の「
男
は
仕
事
、女
は

家
庭
」と
い
う
男
女
の
役
割
や
働
き
方

を
見
直
し
、「
男
も
女
も
仕
事
も
家
庭

も
地
域
も
」と
選
択
肢
を
広
げ
る
に
は
、

父
親
の
積
極
的
な
参
加
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ク
メ
ン
が
注
目
さ
れ
る
の
は
社
会

背
景
だ
け
が
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
事
や
育
児
を
多
く
分
担
し
て
い
る
夫

ほ
ど
妻
か
ら「
良
い
父
親
」だ
と
思
わ

れ
て
お
り
、年
収
の
多
さ
、少
な
さ
で
は

な
い
の
で
す（
平
成
24
年
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
実
施「
子
育
て
世
帯
全

国
調
査
」）。
ま
た
妻
の
育
児
負
担
が
大

き
い
ほ
ど
第
二
子
は
生
ま
れ
に
く
く
、

一
人
目
の
子
ど
も
を
夫
が
前
向
き
に
子

育
て
し
て
い
る
夫
婦
ほ
ど
第
二
子
が
生

ま
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す

（
厚
生
労
働
省「
21
世
紀
出
生
児
縦
断

調
査
」）。

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
は
、家
族
と
の

絆
が
深
ま
る
と
同
時
に
、育
児
の
経
験

が
仕
事
に
活
か
さ
れ
た
り
、地
域
の
人

脈
が
増
え
た
り
、自
己
成
長
に
つ
な
が

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
実
態

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
今
ど
き
の
イ
ク

メ
ン
事
情
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。
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塚越さんのインタビューは、ためになることばかりの2時間でした。
もっとも印象に残った言葉が「決意と覚悟」。育児だけではなく、
どんなことにでも当てはまる言葉であると、今の私のココロにぐ
さっとつきささりました。（Ｓ.Ｓ）

誰のせいにしますか？会社？国？ちょっと待って下さい、会社も国も構
成しているのは私たち一人ひとりです。私たち全員が皆、当事者なのです。
今号の特集を通して、どんな選択肢であっても決断をするのは自分、そ
れに伴う責任も自分自身にあるのだと改めて気づかされました。（おぼ）

塚越さんの「地域や育児、仕事という異なる経験は父親を成長させ～人
間力のアップに、自己成長につながる。」（要約）との言葉や、またリタイ
ヤした団塊の世代の先輩から「いくつになっても好奇心を！」とのエー
ルも送られた、イクメンパパたちの今後がとても楽しみです！（Ｙ.Ｓ）

「イクメン」という言葉は良く聞くようになりましたが、子育てに消
極的だった男性としてはどう感じているのか気になっていました。
今回の特集で、きっかけさえあれば誰でもイクメンになれるのだ
と実感しました。(chico)

夏休みだヨ！パパとキッズの
チャレンジ大作戦

グローバルな視点を持つ！
～世界の女性が明るく輝くために～

日　時

内　容

申込み先着順30人

7/30(火)  14：00 ～16：00

定員・
その他

写真展
ムスリムの女たちのインド エセナフェスタ2013

料理、工作、野外バーベキューに挑戦します。

7/21  10：00 ～13：00（池上会館）
8/4  10：00 ～12：30
8/18  10：00 ～14：00（平和島公園
キャンプ場）

日　時

内　容

小学生と男性の保護者15組（抽選）
有料（材料代） ※7/10 必着

定員・
その他

日　時

内　容

どなたでも定員・
その他

7/23（火）～ 8/28（水）  9：00 ～ 21：00 日　時

内　容

どなたでも定員・
その他

9/29（日）  10：00 ～16：30 
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チ

イ
ク
メ
ン
を

ま
ち
で
話
題
の

発 行 元

大田区在住の女性写真家による、インドの
農村の女性たちの暮らしを紹介する写真展
です。

年に一度の楽しいおまつりです。利用団体
等による発表・展示・模擬店・バザーなどが
あります。

TV等のコメンテーターでおなじみの大崎麻
子さんのお話から、女性たちの現状を中心
に世界の「いま」を読み解く講座です。

特 

集
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